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マウス子宮に生着したヒト子宮筋組織
妊娠期間中に子宮は平滑筋の著明な細胞増殖と細胞肥大により増大し，そのダイ
ナミックな変化が妊娠ごとに繰り返される。この一連の子宮の増大・退縮を担う
ものとして，子宮筋幹細胞がある。重度免疫不全マウスの子宮にヒト子宮筋幹細
胞を移植し，10週間後の移植部位にヒト平滑筋様組織が構築された。
赤：human vimentin，緑：ACTA2（actin alpha 2, smooth muscle）
� （吉村　𣳾典）

2026/09/30 07:29:28


